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須木区域の人口
R１．８．１日現在
人　口

738
840

世帯数 847 世帯

計 1,578 人

　第５３回須木中央保育園運動会を今年も下

記のとおり開催します。

　今年の運動会のテーマは「なかま」です。

いろんなことをともにする仲間、どんな困難

もともに乗り越える仲間、ともに笑い合える

仲間、そんな仲間の輪がどんどん広がってい

きますように．．．と願いを込めて。

　子ども達の元気な姿をぜひご覧ください。

地域の皆様、応援よろしくお願いいたします。

期日：令和元年９月１４日（土）　

時間：９時３０分～

場所：須木地区体育館

　今年は大雨の影響で７月１日（月）に予定していたメッセージ伝達式が中止となりました

が、７月１２日（金）に小林地区保護司会、小林地区更生保護女性会の皆さんが須木庁舎を

訪問され、内閣総理大臣からの社会を明るくする運動のメッセージを伝達されました。

　社会を明るくする運動とは、すべての国民が犯罪や非行の防止、罪を犯した人たちの更正

について理解を深め、それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を

築こうとする全国的な運動で、今年で６９回目を迎えます。

　小林地区保護司会の椎屋会長より永野須木総合支所長へ内閣総理大臣からのメッセージが

伝達され、更生保護の現状と今後の課題について話されました。
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こ
の
戦
争
で
、
国
を
守
る
た
め
に
命
を
か
け
て
戦
っ
た
兵
隊
さ
ん
、
食
べ
物
が
な
く
て
亡
く
な
っ
た
方
々
、
そ
し
て
、

空
襲
に
遭
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
々
と
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く
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が
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ま
し
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戦
後
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十
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年
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た
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今
、
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の
い
ろ
い
ろ
な
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、
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の
た
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の
取
り
組
み
が
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わ
れ

て
い
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す
。
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る
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で
も
、
も
し
か
す
る
と
、
私
た
ち
が
大
人
に
な
る
頃
日
本
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
う
と
、
私
た
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が
選
挙
権
を
持
つ
十
八
歳
に
な
っ
た
時
に
、
未
来
の
た
め
し
っ
か
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と
投
票

で
き
る
よ
う
に
、
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ら
先
い
ろ
ん
な
事
を
学
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で
い
か
な
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と
い
け
な
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と
思
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
家
族
や
友
だ
ち
と
過
ご
す
時
間
が
大
好
き
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
世
界
中
の
人
た
ち
が
み
ん
な
で
仲
良
く
平
和

に
暮
ら
せ
る
日
が
く
る
と
い
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
日
本
国
憲
法
第
９
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は
変
え
て
は
い
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な
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と
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。

　

私
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
一
人
で
も
多
く
の
人
が
「
戦
争
は
二
度
と
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
意
識
が
持
て
る
よ

う
に
、
大
好
き
な
歌
や
音
楽
を
通
し
て
、
平
和
を
伝
え
る
取
り
組
み
に
参
加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
が
、
戦
争
で
亡
く
な
っ
た
方
々
、
残
さ
れ
た
人
た
ち
に
対
し
て
、
今
の
私
に
出
来
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　８月１７日（土）に永田館にて、須木区域

では初めてとなる子ども食堂『すきすき食

堂』を開催しました。　　　　　　

　すきすき食堂とは、須まいる木っ茶が主催

し、お年寄りと子ども達との交流を目的とし

て実施しています。

　当日は、大勢のお年寄りや子ども達で賑わ

い、準備していた８０食のカレーライスは

あっという間になくなりました。普段なかな

かお話する機会がない方々とも交流でき、と

ても有意義な時間を過ごしました。

　本年度、須木区域内におけるゴミの不法投棄が相次

いで発見されています。

　また、新軍谷トンネルにおいても道路にゴミが投棄

されており、交通事故等にもつながる可能性がありま

す。

　ゴミは、ルールを守って指定された場所と時間に搬

出していただきますようお願いします。

　8月１０日（土）に開催しました、『第４２

回小林市すき納涼花火大会』は台風の接近で

開催が危ぶまれましたが、天候もよく盛会の

うちに終了しました。

　ステージでは、須木中央保育園の園児や須

木中学校の生徒による出し物や踊り、いちょ

う太鼓の太鼓演奏、都城工業高校吹奏楽部の

ジャズ演奏やボーカルユニット“Land　

Cell”のライブなどが行われました。

　また、会場内では地元事業所の出店や災害

募金コーナーやスタンプラリーコーナーなど

が設置され、約１０，０００人の来場者で溢

れました。

　カウントダウンとともに花火が打ち上げら

れると、空一面に広がる大輪にドッと歓声が

あがりました。

　前日・当日の会場準備や翌日の片付けでは、

須木住民の皆様や関係者の方々から多数のご

協力をいただき、ありがとうございました。
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